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●土地境界再確定加速化プランを策定

側方流動を含む液状化被害を受けた可能性のある土地
の境界再確定に向けて、国土交通省、法務省、石川県、
液状化被害のあった市町、専門家で構成する土地境界問
題対策プロジェクトチームが発足され、対策について議論
した内容をとりまとめ、「土地境界再確定加速化プラン」
が策定されました。

プランでは、測量業務や現地立会業務の外部委託など
の予算・人員の確保を行い、調査完了のスケジュールを
最短で令和８年度中とすることや、再確定に向けた３つ
の具体的手法を示しております。

●液状化対策

金沢市粟崎地区「地下水位低下工法」実証実験視察（宮坂区）

宮坂区震災復旧・復興推進協議会では、９月６日(土)に
「地下水位低下工法」の実証実験を行っている金沢市粟崎
地区の視察を行いました。

当日は、金沢市の担当職員から説明を受けながら、排出
される地下水の様子などを見学し、感想を話し合うなど、
液状化対策への理解を深めました。

液状化対策工法の１つである、「地下水位低下工法」の実
証実験は、現在、実験エリアのボーリング調査に併せて、地
下水位や地盤変化量などを観測するための設備を設置してお
ります。

観測設備の設置後、年内を目途に地下水位を下げるための
集水管などの設置工事を行い、約１年かけてモニタリング調
査を行う予定です。

工事期間中は作業機械の往来や騒音などでご迷惑をお掛け
しますが、安全に留意して作業を行いますので、ご協力をお
願いいたします。

勉強会では多くの質問やご意見をいただき
ました。

ボーリング調査の様子
（西荒屋小学校グラウンド）

町では、プランを受け、最短での調査完了を目指して取り組みを進め
ます。

９月13日(土)、14日(日)には、地籍調査事業に関する勉強会を開催し
ました。今後、各地区ごとに、ずれの状況・再確定方法を話し合ってい
ただきたいエリア（道路で囲まれた街区など）・再確定方法案をお示し
します。皆様には、エリア内でどのような方法であれば全員の合意が得
られるか協議をお願いいたします。町でもエリアごとの合意形成のため、
可能な限り支援していきますので、引き続き、ご理解ご協力をお願いい
たします。

プランの詳細や勉
強会の内容等につ
いては、こちらよ
り確認できます。

（裏面に続きます）
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●被災者支援総合窓口のご案内

町では、７月から、役場１階総合案内前にて被災者支援総合窓口を開設しています。
（平日午前９時～午後５時）

窓口では、各種支援金や補助制度、応急仮設住宅等にかかる申請、相談などを受け付け
ており、複数の課にまたがる相談であっても、皆さんがそれぞれの窓口に出向く必要がな
いよう、窓口が一元化されています。

また、各種支援の申請状況を一元管理することで、相談に来られた際に申請漏れの支援
がないか確認を行うことができ、他の補助金をご案内できる事例も出てきています。ぜひ
総合窓口にご相談いただき、各種支援の申請漏れがないかご確認ください。

なお、平日の開庁時間に来庁することが難しい方のために、第１・３日曜日の午前には
休日窓口の開設も行っておりますのでご活用ください。（予約制）

休日被災者支援総合窓口

開設場所 ▶ 内灘町役場 １階 総合案内前（ロビー）

開設時間 ▶ 毎月第１・３日曜日 午前９時～正午（予約制）

予約方法 ▶ 予約日の５日前（火）までに復興まちづくり推進課にご連絡ください。

（予約がない日は開設いたしません。）

復興まちづくり推進課📞 ▶ 076-286-6753

お気軽にご相談ください

支援の詳細
については、
こちらより
確認できます。

各種支援を受けるためには申請が必要です！

（支援の詳細は、町ホームページでご確認ください。）

被災者支援総合窓口で受け付けている主な支援制度

被災された方

●被災者生活再建支援金（基礎支援金）

●義援金（県／町）

※被災者生活再建支援金の申請をされた方は申請不要

再建に向けて工事を行う方

●応急修理制度

●被災宅地復旧支援事業

●住宅耐震改修工事費等補助金

●準半壊住家解体補助金

再建が完了した方

●被災者生活再建支援金（加算支援金）

●能登創生住まい支援金

●転居費用助成金

●民間賃貸住宅等入居助成金


